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1.はじめに 
 

研究の背景・理由 
 
本テーマを調査・研究している理由には、大きく３つが挙げられる。 

一つ目は、現代の建築においては、躯体やインテリアを含めた建物を構成する多く
の部品が工業的に規格化されており、特にインテリアの設計はそうした画一的な部
品をどのように組み合わせ、構成するかに限定されがちであることだ。部品そのも
のは、機能も含めて一つの用途に最適化されており、特に壁や床などは、「人間を支
える」や「部屋を仕切る」以外の目的に使えないような仕様となっていて、他の用
途には使えない。「一つの機能に一つのデザイン」という考えのもとにデザインさ
れた部材は、使われなくなったあと、転用されずにゴミとして廃棄されるだけの未
来しかないのではないか。私たちの問題意識は、「ある部品が、一つの機能のために
デザインされ、その機能を全うした後廃棄される」という現状に対して、「一つのデ
ザインがさまざまな機能を横断する」という部品を提案することである。このよう
な部品は、使い終わった後に他の用途に転用できる他、機能ごとに設置された複数
の生産ラインを、一つの生産ラインにまとめ効率化することができるような可能性
を秘めている。 
二つ目には、インテリアは、建築の中で人間の体に最も近いものとして、本来、

使い手の創造的な解釈や複数の使い方を誘発するような可能性を秘めていると考
えられることだ。実際、ものを収めるための棚を机として使ったり、机に腰かけた
り、ドアノブに傘をかけたりと、インテリアや家具を、本来の機能とは異なった使
い方で使うことはよく起こる。「一つのデザインがさまざまな機能を横断する」と
いうあり方は、上記のように生産を効率化した上でさらに、より創造的な室内空間
を形作ることにつながるのではないか。このことは、自分の居住空間をより充実し
た豊かなものにすると考えられる。 
三つ目には、現代建築において、インテリアの固有性が失われつつあることであ

る。この理由として、弊研究室では上記の「規格化」に注目し、現代のインテリア
デザインが、規格化された部品の組み合わせに終始していることが挙げられる。し
かし、規格化された部品同士をつなぐ方法は、タイル用セメントやコーキングなど
に見られるような、職人の手仕事や経験に基づいた“非規格”なものである。そこに
は職人の手仕事や経験に基づく判断が介在しており、設計図面では捉えきれない柔
軟さがある。こうした職人仕事の持つ「規格化できない部分」を制御し、意図的に
設計に取り込むことで、固有のインテリアデザインが生まれるのではないかと考え



た。従って工業的に機械で生産されたインテリアに対して、職人の手仕事を含み込
むようにデザインされたインテリアを提起する必要があると考えている。 
以上の三つを統合的に解決する方法として、「Xover Parts」というコンセプトを

掲げている。一つ目や二つ目の課題を解決する「複数の機能を横断（Cross over）
するデザイン」を、三つ目の「職人仕事と規格品を横断（Cross over）する」やり方
で作り出す、そのことを「Xover（クロスオーバー）」と名付け、その考え方に則っ
て製作した部品を「Xover Parts」と呼ぶ。しかし「Xover Parts」を生産する手法は
まだ確立されていない為本研究では、デザイン手法を確立することで現代社会に対
して、インテリアやものづくりの在り方を問い直す機会を提供する。部品の生産方
法や生産ラインの調査を行い、それを踏まえて実際に部品をデザイン・生産するこ
とが必要であると考えている。 
また本研究方法は、現在の大学教育に対して一定のインパクトを持つと考えられ

る。大学の専門分化が進む中で、建築学科は意匠分野と工学分野に二分された。こ
の発端は「一つの機能に一つのデザイン」という命題にある。二分野は距離を離し
続け、デザインと工学を連動して考えることができる学生が著しく減少した。この
ことは、実際のものづくりの現場でリアルな生産と学生の学びのあいだに大きな隔
たりを生み出し、社会においてデザインと機能の一対一対応を再生産することにな
る。本研究では、学生が主体となり使い手や職人とのやり取りを調査の一環として
行い、調査結果をデザイン・制作に活用する。デザインと工学はもちろん、製作に
おける生産方法や生産ラインに基づくものづくりの考え方を学生のうちから身に
つけることが可能となる。これにより、新なものづくりや空間創造の一手を想起す
ることにつながる。 
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2．テーマの目的 
 
本研究テーマの目的は、規格化された工業製品の集積である現代の建築空間に対して、

どのように固有の意匠を組み込むかを追究することである。 
現代建築の意匠は、画一的な部品同士をどのように組み合わせ、構成するかという表層的
なデザインにとどまっている。近代以降、建築において１つの機能は１つの明解な形態
（＝規格）に結び付けられ、多くのプロダクトは１つの目的に供するようにデザインされ
るようになった。現代建築を構成する工業製品は、サイズが規格化されているのと同様、
機能も１つの目的に対して最適化されている。 
そこで、上記の研究テーマに立ち戻り、「使用者が自由に使い方を想像できるような余地
をもったプロダクトのデザインを試みることが、固有の意匠を生むのではないか」という
仮説をもとに研究を進めていく。 
本研究で用いられる「Xover」とは「複数の機能を横断（Cross over）するデザイン」を、
「職人仕事と規格品を横断（Cross over）する」という方法で実際に部品となるインテリ
アを製作するというコンセプトである。このコンセプトを通して、規格品生産によって生
まれるゴミの量を削減することと、規格化によって個性を失いつつあるインテリアを、よ
り創造的で豊かで、独自性を持ったものにすることが目標である。 
「Xover」の考えや、実際に製作した部品を社会の中で発表する機会を設けることで、現
代のデザインに対する問題意識を消費者に対して提起することで、大量消費・大量生産の
現代社会を地道に変えていくことができると考えている。 
実際の研究としては、生産ラインや生産方法についての調査を行い、その結果をもとに、
実際に部品をデザイン・生産する。製作した部品を分析・考察し、調査から製作までの一
連のプロセスにフィードバックし、それを踏まえて再度調査・生産を行う。このサイクル
を継続的に行うことで、「Xover Parts」のデザイン手法の精度を高めていく。 
また、空間は部品の集合であると捉え、開発した部品群を組み合わせた空間を製作するこ
とにより、利用者に部品群の使い方を示す。これにより、本研究はインテリア単体を扱う
だけでなく、インテリアの集合が構成する空間を提示することにつながる。生産システム
や、インテリアの性質により分類されたインテリアの集合による空間を提示することによ
り、ものの在り方を問い直す姿勢であった「Xover」が、空間のありかたを問い直すこと
となる、スケールを横断した波及効果をもつようになる。  



3.調査研究活動の内容と結果 
 

本研究は、「インテリアと建築の境界を曖昧にする」という視点から、建築やインテ
リア空間を構成する部材を“クロスオーバー・パーツ”として再定義し、空間に実装
可能なプロダクトの設計・開発と、それを活用した実空間での応用実験を行うもの
である。活動は以下の 3段階で構成される。 
 
（3-1）理論化： 
まず、これまでの研究・制作で得られた事例をもとに、部材やプロダクトを機能

や用途ではなく「空間への展開方法」の特性によって分類・再整理し、新たなクロ
スオーバー・パーツの立ち位置を明確化する。この過程で、従来の建築構法やイン
テリア部材の分類に収まりきらない部品の在り方を理論的に位置づける。 

 
（3-2）プロダクトの開発： 

3-1 の理論に基づいて、実際の素材・技術・構法を検討し、複数のプロトタイプ
を職人と共に設計・制作する。職人との対面でのミーティングや工房見学を通して、
素材の扱い方や納まりなどのものづくりの感覚的な知識を学びつつ、設計と施工が
連続するような開発プロセスを実現する。学生が実際のデザインと製作のプロセス
に関わることで、社会の中で自らのデザインを実現する経験を育む。これにより学
生のみで行うデザイン教育の域を超えてものづくりに必要な能力を学生は培うこ
とができる。 

 
（3-3）空間的実践： 
完成したクロスオーバー・パーツを用い、国内外での展覧会や地域ワークショッ

プでの展示・実装を行う。実際に部品を手仕事で組み合わせることで部品の使用の
具体例を示すとともに、学生が実践的なインテリア製作やものづくりに関わる機会
を作り出すことが可能となる。 
特に後半では、広島県江田島市の古民家を実験フィールドとし、そこにパーツを

取り付ける実空間での実験を実施する。地域住民や職人との共同ワークショップに
際してヒアリングを行い、パーツが空間に「どう接続されるか」「どのように使わ
れうるか」といった使用者の視点を取り入れ、設計者の意図を超えた多様な意味づ
け・活用方法をデザインに取り込むことができるよう検討する。また、地域の余剰
物である放置竹林やカキ殻に着目し、部品の開発を行う。地元の職人と共に素材研



究やモックアップ製作を行うことで生産システムを学ぶ。そして、ヒアリングを経
て決定した空間への取り込み方を反映させたデザインによる部品を開発、製作する。 

 
このように 3-1から 3-3の段階を経て、展覧会を通して社会の中で発表する機会

により、部品について使い手からのフィードバックを得ることができる。ここで得
られた知見を参考に部品の分析と考察を行い、次回の①調査・研究の方向性を定め、
3-2 開発手法の改善に活用する。 

 
 

3-1 理論化 
 
本研究を行うにあたって主に以下の二つの先行研究に着目する。 

渡辺保忠（1922-2000）は生産史の視点から日本建築の古代、中世、近世、近代を連続
して捉え、近世までの生産組織体系が近代以降も連続したものとして日本独自の「工業
化への道」の存在を示した⁵。また、剣持昤（1938-1972）は「規格構成材方式」を唱え、
自邸やH 邸など幾つかの実践を遺した。構法を開口部論から眺め、床、壁、天井の別な
く全ては開口部を構成するための「規格構成材」をアッセンブルする方法として設計、
積算、発注、施工、現場監理等を分離して行うオープン・システム化を試みた⁶。これに
より建築を工業部品の集合体とみなし、メーカーによる部品のデザインの充実の必要性
と固有な住宅を普遍的に生産する方法を説いた。これら二つの研究は共通して建築を生
産の方式から捉えたものであり、これらを併せて考えることで前近代と近代を別なく接
続する回路を工業化の受容の中で達成する可能性を示している。 
 
本研究は特にこれら二つの先行研究を参照しつつ、既存ストックを活用再生するための
合理的な構法、生産流通体系、市場（マーケット）のあり方から建築と工業化の来るべ
き関係を実践的に呈示する。ひいては、人口減少時代における合理的な建築の供給シス
テム（維持・再生を含む）のモデルとなることを目指している。 
 

  



3-2 プロダクトの開発 
 
3-2-1 KAGURA 
 
概要 
KAGURA は、用途を固定せず、構成の仕方によって多様な使い方へ展開可能な家具で
ある。特定機能に最適化された完成品ではなく、組み合わせや寸法調整によって役割を
変化させることを前提とし、展開可能性を目的として設計した。 
 
方法 
作成にあたっては、3D プリンターによって治具を作成し、当初は学生らの手によって
部材の切り出しを行った。しかし、接合精度にばらつきが生じたため、学生らが木工所
へ連絡を取り、加工工程を外注することとした。これにより、設計図面の精度や加工条
件の整理を行い、生産体制を再構築した。 
 
結果 
ゼミ展ではコンテナボックスに取り付ける構成部材として使用したほか、加工時に生じ
た端材を世田谷ガーデニングフェスのワークショップで活用した。また、展覧会什器や
ガーデニングフェア什器として、高さや大きさを変えながら展開した。 
用途やスケールを横断して活用できる可能性を示した一方で、加工精度を外部に依存し
た点は、理想とする生産体系との調整が今後の課題である。 

 
 

  



3-2-2 Pirastro 
 
概要 
「Pilastro - ピラストロ -」は、複数の木製パーツをパイプを芯として積層させること
で構成される杖である。各パーツを並び替えることで異なるデザインが生まれる構成と
し、トーテミズムの象徴から着想を得て、木目が美しく見える形態を目指した。 
 
方法 
学生らが木工職人と連絡を取り、設計意図を共有しながら制作を行った。当初は沖縄の
琉球松の木目を活かし、現地職人による制作を計画していたが、諸条件が整わず実現に
は至らなかったため、制作体制を変更して試作を行った。 
 
結果 
地域横断型の制作は実現しなかったものの、中心の穴径を規格化することで、将来的に
異なる産地や異なる職人が制作したパーツを統合し、一つの杖あるいは柱として構成す
る可能性が見えた。一方で、生産体制や流通の調整には課題が残る。 
 

 

  



3-2-3 Obscura 
 
概要 
「Obscura - オブスキュラ -」は、輪のかたちそのものがジョイントとなり、空間を構
築するパーテーションである。装飾ではなく構造として輪が機能することで、部材を最
小限に抑えつつ設計の自由度を高め、空間を仕切ると同時に繋げることを可能にする。 
本作品は、2024 年度に三軒茶屋で開催した子供向けワークショップにおいて、段ボー
ル製オーナメントを子供らが歯車のように組み合わせて遊んでいた様子から着想を得
た。偶発的な組み合わせ行為を空間スケールへ拡張する試みである。 
 
方法 
試作段階として、CNCルーターと学生らの手作業によって制作した。CNC の切り出し
特性を考慮し、角が生じない丸型形状とし、木材を無駄にしない同心円状の異なる径の
輪を重ね合わせる構成とした。 
 
結果 
本作品は、一般化が進む CNC ルーターの加工特性を設計条件として取り込んだ点に意
義がある。また、子供の自由な発想を起点とすることで、使用者の行為や解釈を設計に
組み込むという、クロスオーバーが目的とする「機能と意味の横断」に応答する可能性
を示した。一方で、強度や制度的条件の検証は今後の課題である。 
 
 

 
 
 

 
 

 
 



3-3 空間的実践

3-3-1 ゼミ展覧会（「デザインの学び方を知る」）

（1）実施の狙い
本項目では、年度前半に開催された「ゼミ展 2025」に Xover Parts プロジェクトとして
参加し、研究プロジェクト全体を視覚的・物語的に提示することを目的とした。これは
単なる作品展示ではなく、「複数機能を横断する部品」がどのように研究全体と関係し、
また空間表現としてどのように位置づけられるかを来場者に伝える試みである。

（2）内容・方法
会期：2025年 5月 19日〜6 月 21 日
会場：東京ミッドタウン・デザインハブ（東京・六本木）

展示構成は Xover Parts プロジェクトを含む、研究室内の複数プロジェクトを一連の物
語として構成。展示空間は「道具→空間→共同体」のストーリーラインに沿って配列さ
れた。Xover Parts は「最初の道具」として位置づけ来場者が近代的な道具の在り方に
とらわれず Xover Part を手に取ることが出来る。来場者に対しては自由に歩行しなが
ら観覧できる環境を提供し、観覧者自身が展示構成を能動的に体験できる形態を採用し
た。 

（3）結果および評価
企画展示として広く公開され、朝日新聞 Think Campus で本研究室の出展内容が取り上
げられるなど、一般社会に向けた視認性の確保に成功した。来場者は複数プロジェクト
を比較しながら、Xover Parts が他プロジェクトとどのように関係し、どのような価値
を持つかを理解しやすい展示構成となった。
本展覧会では、Xover Parts を単体のプロダクトとして提示するのではなく、研究室全
体のプロジェクト群の中に位置づけて展示した。これにより、「複数機能を横断する部
品」というテーマが、個別の造形実験にとどまらず、研究室が取り組む建築・空間・共
同体の議論と連続していることを示すことができた。展示構成においては、部品の実物、
設計プロセス、図面やダイアグラムを併置し、来場者が部品の背景や意図を読み取れる
ようにした。その結果、Xover Parts が単なる可変的な家具ではなく、空間を構成する
最小単位として位置づけられていることを伝えることができた。



一方で、展示は主に視覚的提示に依拠しており、来場者が実際に部品を組み替える体験
までは十分に提供できなかった。今後は、より体験的な要素を取り入れることで、部品
の横断性を身体的に理解できる展示方法を検討する必要がある。 

 
  



3-3-2 クロスオーバーパーツ展覧会 
 
（1）実施の狙い 
Xover Partsのコンセプト自体を社会的に広く提示し、来場者自身による活用の可能性を見
出す契機とすることをねらいとして行った。ゼミ展とは異なり、プロダクトの展示のみなら
ず、来場者との直接的なコミュニケーションの場を設けることで、デザイン意図の伝達性や
実装可能性を検証する。 
 
（2）内容・方法 
会期：2025 年 7月 25日〜27 日 
会場：Gallery Suisei（中野） 
展示内容：前回展示以降に開発されたプロダクトを含む合計 20 点の Xover Parts展示 
ワークショップ：展示説明および使い方の実演を実施 
来場者を対象に、各パーツの可能な使い方や発想の広がりについて対話的な解説を行い、プ
ロダクトの多義性やコンセプトの伝播の度合いを観察した。 
印刷物：配布用小冊子の作成(巻末資料添付) 
 
（3）結果および評価 
本展示では、地域に活動拠点を置く多様な来場者が訪れ、展示された部品の利用可能性につ
いて、現場の店舗や空間との関係性を検討する動きが生じたことが報告されている。これは、
Xover Partsが単なる展示対象ではなく、実際の空間・社会的文脈において利用可能な素材
として捉えられ得ることを示すものである。評価として、来場者との相互説明を介すること
で、プロダクトの潜在的な市場接点が確認できた点。参加者の実空間での活用可能性に関す
る具体的対話が生まれた点。展示そのものが社会実装への初期段階の接点として機能した
と評価できる。 
 

 



3-3-3 世田谷ガーデニングフェスにおける子供向けワークショップ 
 
（1）実施の狙い 
本ワークショップは、「複数機能を横断する部品」という考え方が、専門的な設計者だけで
なく、一般の参加者、とりわけ子供にとってどのように受け止められるかを検証することを
目的として実施した。Xover Partsは用途を固定しない部品であるが、それが実際にどのよ
うな使われ方をするのかは、使用者の解釈に委ねられる部分が大きい。そこで、完成形を提
示するのではなく、部材を素材として開放し、参加者自身が自由に組み合わせる場を設けた。 
 
（2）内容・方法 
世田谷ガーデニングフェスの会場内にて、子供向けのワークショップを実施した。KAGURA
の制作過程で生じた端材を素材として活用し、参加者が自由に組み合わせ、形をつくること
ができる形式とした。設計上の正解を示すことはせず、部材の形状や接合の可能性のみを簡
潔に説明し、あとは参加者自身の発想に委ねる方法をとった。 
 
（3）結果・評価 
ワークショップでは、子供たちが部材を本来の用途とは異なるかたちで組み合わせる様子
が多く見られた。部品を上下反転させたり、重ねたり、並べたりする中で、想定していなか
った使い方や形態が生まれた。このことから、用途を限定しない部品は、使用者の創造的な
解釈を引き出す可能性を持つことが確認できた。特に子供の自由な発想は、部品の持つアフ
ォーダンスを可視化する機会となった。一方で、自由度が高いがゆえに、初めはどのように
扱えばよいか戸惑う参加者も見られた。今後は、最小限のヒントや参考例を提示することで、
より多様な参加者が主体的に関わることのできる構成を検討する必要がある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



3-3-4 広島県江田島市におけるクロスオーバーパーツの作成に向けた基礎調査 
 
（1）実施の狙い 
本活動は、Xover Parts を地域空間へ展開するための前段階として、実際の建築空間や地域
産業の状況を把握することを目的として実施した。都市部での展示やワークショップとは
異なり、具体的な場所・素材・人の関係性の中で部品がどのように成立し得るかを検討する
ための基礎調査である。 
 
（2）内容・方法 
広島県江田島市を訪問し、以下の活動を行った。 
古民家の実測調査 
建物内部および敷地の清掃活動 
地元住民との交流・ヒアリング 
地元産業や地域資源の洗い出し（竹林、カキ養殖など） 
実測では、建物の寸法・構造形式・劣化状況を把握し、今後部品を設置する場合の制約条件
を整理した。清掃活動は、単なる環境整備にとどまらず、空間の使われ方や地域住民との関
係構築の一環として行った。また、地元の方々との対話を通じて、地域産業の現状や課題、
活用可能な素材について情報を収集した。 
 
（3）結果・評価 
本調査を通じて、部品を持ち込む前に、まず空間と地域の状況を理解する必要性が明確にな
った。実測によって、設置可能な寸法条件や構造上の制約が具体化され、机上の設計とは異
なる現実的な前提条件が整理された。また、清掃や交流活動を通じて、地域の方々との関係
性を築くことができた点は重要である。部品を一方的に設置するのではなく、地域の文脈の
中で受け入れられる形を模索するための基盤が形成された。一方で、現段階では具体的な部
品の制作・設置には至っていない。地域素材の加工方法や生産体制の検討、継続的な協働関
係の構築など、今後解決すべき課題が残されている。本活動は、Xover Partsを地域に展開
するための準備段階として、空間的・社会的条件を整理する基礎的実践であったと位置づけ
られる。 

  
 
 
 
 
 
 



3-3-5 銭湯プロジェクト 
（1）実施の狙い 
本活動は、中野区内の銭湯を対象に、独⾃の建築部品を⽤いたオリジナル棚の設計・施⼯
を⾏うプロジェクトである。「Xover Parts」の研究における核⼼的な問いに対し、最も直
接的にアプローチする実践の場として位置づけた。 
第⼀の⽬的は、形態が機能を横断・誘発するオリジナル部品「Hoval」を実空間に実装
し、その機能的可能性を追求することにある。第⼆に、画⼀的な既製品や完全な⼀品⽣産
とは異なる「部品の組み合わせ」による、創造的かつ汎⽤性のあるインテリア設計⼿法の
構築を⽬指した。第三に、設計から施⼯までを研究室が⼀貫して担うことで、棚というプ
ロダクトに作り⼿の「⼿仕事」の密度を埋め込み、空間の質を⾼めることを狙った。 
 
（2）内容・⽅法 
対象となる中野・寿湯において現場実測を⾏い、既存の壁⾯状況に応じた計画案を策定。
その後の詳細設計を経て、現地での施⼯までを⼀貫して実施した。 
 
（3）結果・評価 
本プロジェクトの着⼿に際しては、まず設置場所の緻密な実測と壁⾯の素材調査を徹底し
た。その結果に基づき、「Hoval」および棚板の最適配置、接合詳細を検討し、研究室メン
バーによる 1 ⽇の集中施⼯を⾏った。具体的には、Hoval の特異な形状から想起される多
義的な機能（ブラケット、フック、⼿摺等）を再解釈し、簡潔なプロセスで⾼い意匠性を
実現する取り付け⼿法を採⽤した。結果として、棚板を⽀持する「棚受け」が、同時に
「フック」としても機能する複合的なプロダクトが完成した。 
施⼯後の運⽤調査として、銭湯運営者を対象としたヒアリングを実施した。その結果、利
⽤者はタオルや⼿提げを掛ける、洗⾯道具を置く、観葉植物を飾るなど、設計側の意図を
超えて極めて⾃由に本什器を活⽤していることが確認された。特に「Hoval」に物が掛けら
れているという事実は、その造形⾃体が「掛ける」という⾏為を直感的に誘発する物理
的・知覚的アフォーダンスを内包していることを⽰唆している。形態が新たな機能を⽣み
出す端緒として、アフォーダンスの観点から分析を⾏う上で⾮常に貴重な実証サンプルを
得ることができた。⼀⽅で、本設計では「Hoval」単体の活⽤に留まっており、今後は複
数の「Xover Parts」を連動させ、より複雑で豊かな空間体験を創出するためのデザイン⼿
法の確⽴が課題である。 
 
 
 
 
 



4.まとめ 
 
本研究は、「一つの機能に一つのデザイン」という近代的な設計前提に対し、「一つのデザイ
ンが複数の機能を横断する」という部品のあり方を提案するものであった。その概念を
Xover と名付け、理論化、プロダクト開発、空間的実践を往復しながら検証を重ねてきた。 
 
プロダクト開発では、KAGURA、Pilastro、Obscura を通して、用途を固定しない構成、加
工特性を設計条件に組み込む方法、工業製品と手仕事を横断する生産体制の可能性を具体
化した。これらは単なる家具ではなく、空間に取り付き、役割を変化させながら機能する「部
品」として設計されている点に特徴がある。一方で、加工精度のばらつき、コスト管理、強
度や制度面の検証、地域間連携の継続性といった課題も明確になった。 
 
空間的実践として行ったゼミ展覧会、Xover Parts展覧会、世田谷ガーデニングフェス、江
田島での基礎調査は、部品が社会とどのように接続し得るかを検証する場となった。展示で
は、専門家だけでなく一般来場者からも意見を得ることで、用途を限定しない部品が多様な
解釈を生むことが確認された。世田谷では屋外環境という条件の中で設置・運用の現実的課
題が顕在化し、耐久性や施工性への再検討が促された。江田島では、制作に先立ち地域の空
間特性や産業構造を把握する必要性が明らかとなり、設計が場所性や生産背景と不可分で
あることを再認識した。 
 
本研究の公共性は、単に作品を公開した点にあるのではない。建築という分野は法規、構造、
施工、予算など多層的な条件を伴うため、学生が実際の建築プロセスに触れる機会は限られ、
大学内の設計課題と社会で求められる建築との間には大きな乖離が存在している。本研究
では、この断絶に対し、学生自らが制作物を対外的に公表し、一般の人々からの意見を受け
取り、さらに職人や企業と具体的な交渉を行うことで応答した。素材選定、加工条件、コス
ト、流通といった現実的条件と向き合う過程は、設計を抽象的提案から実装可能性を伴う行
為へと拡張した。 
 
同時に、公共性を掲げる以上、その限界も明らかである。一般からの意見は必ずしも建築的
妥当性と一致するとは限らず、評価の整理には慎重さが求められる。また、学生主体の活動
は継続性や制度的保証の面で脆弱であり、単発的なイベントに終わる危険性もある。さらに、
部品が複数機能を横断するという思想を、安易な「多機能化」に回収させないための設計原
理の整理も今後の課題である。 
 
それでも本研究は、部品という小さなスケールから、生産体系、教育、地域、社会を横断す
る接続モデルを提示した。理論と制作、大学と社会、規格と手仕事、都市と地域を往復する



実践を通じて、建築をより公共的な領域へ開くための基盤を築いたと位置づけられる。 
 
今後は、規格や接続方法の体系化、生産体制の再構築、地域素材を活用した具体的実装へと
展開し、持続可能なモデルとして深化させていくことが求められる。本研究で得られた知見
を基盤に、部品から建築へと接続する実効性のある設計手法へと発展させていきたい。  
 
 
最後に、本研究を助成いただいた公益社団法人インテリア産業協会に対し、ここに深く感謝
の意を表する。 
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Xover Parts は技術、境界、機能、生産システム
を横断してデザインされた部品群です。

Xover Parts is a group of components designed 
across technologies, boundaries, functions, and 
production systems.

近代以降、モノの存在は機能によってのみ理解されるようになりました。
一方でXover Parts のすべての部品は、単一の機能で捉えることができ
ず、他のモノと組み合わされることによって多様な機能を生み出します。
機能に縛られない、より自由なモノのふるまいを、Xover Parts を通し
て再現することが私たちの目標です。

建築の専門技術がまだ存在しなかった古代日本において、刀剣や祭具を
つくる技術を用いてつくられた法隆寺五重塔の鍛造釘を、Xover Parts
のシンボルとして掲げます。

Since modern times, the existence of things has come to be 
understood only in terms of function. On the other hand, all parts 
of Xover Parts cannot be understood in terms of a single function, 
but rather, when combined with other objects, create a variety of 
functions. Our goal is to reproduce a freer behavior of things that 
is not bound by function through Xover Parts.

pagoda of Horyuji Temple, which was made in ancient Japan, 
when specialized construction techniques did not yet exist, using 
techniques for making swords and ritual implements.
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REPEAT
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　それぞれのパーツは、果実や生き物、自然の造

形物をモチーフにデザインされています。

　Each part is designed based on motifs of fruits, 

living creatures, and natural objects.

　杖の中間部分には樹齢１００年のヒノキ、取っ

手と足先部分はエゴノキという丈夫で手に優しい

素材が用いられています。

　表面には、木材の持つ素材感を損なわないよう、

ガラスコーティングが施され、水や汚れがつきに

くくなっています。

 

　The middle  sect ion of  the  cane is  craf ted 

f r o m  1 0 0 - y e a r - o l d  c y p r e s s  w o o d ,  a n d  t h e 

handle and base are made from ebonized wood, 

w h i c h  i s  d u r a b l e  y e t  g e n t l e  o n  t h e  h a n d s . 

A glass coating makes the surface resistant to water 

and dirt while maintaining the wood’s natural feel.

Size : 785mm × 60mm × 60mm
(H×W×D)

Material : Snowdrop Wood, cypress lumber
Craftsman : Omura Hiroshige

(Kinokoma)

パーツの集積が形成する柱 P i l l a r  F o r m e d  b y  a n 
Accumulation of Parts

　「Pilastro - ピラストロ -」は、複数の
パーツをパイプを芯に、積層させるこ
とでつくられる杖です。各パーツを並
び替えることで、異なるデザインの杖
が生まれます。
　トーテミズムの象徴から着想を得
て、木目が綺麗に見えるかたちを目指
しました。

　”Totem” is a cane made by stacking 

multiple parts in a straight line. By 

rearranging the parts, different cane 

designs are created.

　Inspired by the symbolism of totemism, 

we aimed to create a form in which the 

grain of the wood looks beautiful.

Pilastro
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